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１【有価証券届出書の訂正届出書の提出理由】

 

本日、半期報告書を提出いたしましたので、平成22年11月29日付で提出した有価証券届出書（以下「原届

出書」といいます。）の関係情報を新たな情報により訂正し、また記載事項の一部訂正を行うため本訂正届

出書を提出いたします。

 

 

２【訂正の内容】

 

第一部【証券情報】

（８）【申込取扱場所】

＜訂正前＞

　申込期間中、次の場所において申込みを取り扱います。（本書において、「販売会社」ということがありま

す。）

申込取扱場所 本店および本社所在地

日興コーディアル証券株式会社 東京都千代田区丸の内三丁目３番１号

（注）一部の本支店等で取扱いを行わないこととしている場合があります。(詳しくは販売会社にご確認ください。)

 

＜訂正後＞

申込期間中、次の場所において申込みを取り扱います。（本書において、「販売会社」ということがありま

す。）

申込取扱場所 本店および本社所在地

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 東京都千代田区丸の内三丁目３番１号

（注）一部の本支店等で取扱いを行わないこととしている場合があります。(詳しくは販売会社にご確認ください。)

 

第二部【ファンド情報】

第１【ファンドの状況】

１【ファンドの性格】
(1)　ファンドの目的及び基本的性格

(ニ)　ファンドの特色

＜訂正前＞

①　東証一部上場銘柄から新興市場上場銘柄まで幅広く投資対象とし
＊
、特に、中長期的に高い利益成長が期

待できる銘柄で、かつ株価水準が割安であると判断される銘柄に主として投資することで、収益の獲得を

狙います。また、市場環境に応じて機動的な運用を行うことで売買益を追求します。

＊　時価総額500億円未満の企業に積極的に投資を行う場合もあります。

　委託会社のＪＦジャパン・チーム
＊
の市場予測に基いて、原則として株式の組入れ比率を70～95％程度の範

囲で調整します。
＊　後記「２投資方針　(1)　投資方針 (ロ)　投資態度　①」をご参照ください。

　　株式組入れ比率の調整は、キャッシュ
＊１
比率を30％程度を上限に高めることにより行います。

＊２

＊１　「キャッシュ」とはＪＦジャパン・ディスカバリー・ファンド約款（以下「信託約款」といいます。）第22条第２
項に掲げる投資対象をいいます（以下同じ。）。

＊２　これにより、当ファンドの基準価額の推移は日本の株式市場の動きとは異なる場合があります。

ただし、経済事情や投資環境の急変等が起きた場合は一時的に株式の組入れ比率を更に落とす可能性が

あります。

②　銘柄の選定は、ＪＦジャパン・チームのポートフォリオ・マネジャーが行う企業取材
＊１
に基づくボトム

アップ・アプローチ
＊２
方式で行います。

＊１　企業取材とは、企業訪問、企業来訪、電話取材等を通じて、企業の情報を得ることをいいます。
＊２　ボトムアップ・アプローチとは、経済等の予測・分析により銘柄を選定するのではなく、個別企業の調査・分析から

銘柄の選定を行う運用手法です。

　■ポイント１　　ＪＦジャパン・チームによる徹底した企業取材
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企業取材のみを行うアナリストは設けず、当ファンドのポートフォリオ・マネジャーを含めたＪＦ

ジャパン・チームのポートフォリオ・マネジャー全員が企業取材を行います。平成21年の企業取材件

数実績は、ＪＦジャパン・チームが属するＪＦ運用本部全体で、合計延べ約2,300件
＊
になります。

＊　ＲＥＩＴにかかる企業取材は、その運用会社や投資法人に対して行います。ＪＦジャパン・チームが属するＪＦ運

用本部の組織体制については、後記「２投資方針（3）運用体制」をご参照ください。

　（以下略）

 

＜訂正後＞

①　東証一部上場銘柄から新興市場上場銘柄まで幅広く投資対象とし
＊
、特に、中長期的に高い利益成長が期

待できる銘柄で、かつ株価水準が割安であると判断される銘柄に主として投資することで、収益の獲得を

狙います。また、市場環境に応じて機動的な運用を行うことで売買益を追求します。

＊　時価総額500億円未満の企業に積極的に投資を行う場合もあります。

②　委託会社のＪＦジャパン・チーム
＊１
の市場予測に基づいて、原則として株式の組入れ比率を70％程度～

100％の範囲で調整します。

　　株式組入れ比率の調整は、キャッシュ
*２
比率を30％程度を上限に高めることにより行います。

＊３

　　ただし、経済事情や投資環境の急変等が起きた場合は一時的に株式の組入れ比率を更に落とす可能性があ

ります。
＊１　ＪＦジャパン・チームは、「ＪＰモルガン・アセット・マネジメント」グループ（詳細は後記２投資方針（1）投資
方針（ロ）投資態度①参照）内で、アジア・太平洋地域に所在するＪＦストラテジーに基づく株式運用を行うポート
フォリオ・マネジャーで構成されるグループ（アジア・太平洋地域グループ（以下「ＰＲＧ」といいます。））に属
します。ＰＲＧのポートフォリオ・マネジャーは、日本を含む同グループの各地域のポートフォリオ・マネジャーと
情報交換し、各銘柄の調査・分析を行っています。

＊２　「キャッシュ」とはＪＦジャパン・ディスカバリー・ファンド約款（以下「信託約款」といいます。）第22条第２
項に掲げる投資対象をいいます（以下同じ。）。

＊３　これにより、当ファンドの基準価額の推移は日本の株式市場の動きとは異なる場合があります。

③　銘柄の選定は、ＪＦジャパン・チームが行う企業取材
＊１
に基づくボトムアップ・アプローチ方式

＊２
で

行います。

＊１　企業取材とは、企業訪問、企業来訪、電話取材等を通じて、企業の情報を得ることをいいます。

＊２　ボトムアップ・アプローチとは、経済等の予測・分析により銘柄を選定するのではなく、個別企業の調査・分析から

銘柄の選定を行う運用手法です。

 

■ポイント１　ＪＦジャパン・チームによる徹底した企業取材

企業取材のみを行うアナリストは設けず、当ファンドのポートフォリオ・マネジャーを含めたＪＦジャ

パン・チームのポートフォリオ・マネジャー全員が企業取材を行います。平成22年の企業取材件数実績

は、ＪＦジャパン・チームで合計延べ約2,500件
＊
になります。

＊　日本を含むＪＦジャパン・チームの各地域のポートフォリオ・マネジャーの企業取材件数の合計です。

　　（以下略）

EDINET提出書類

ＪＰモルガン・アセット・マネジメント株式会社(E06264)

訂正有価証券届出書（内国投資信託受益証券）

 3/31



(3)　ファンドの仕組み

(ロ)　当ファンドの委託会社および関係法人の名称、役割、委託会社等が締結している契約等の概要

 

＜訂正前＞

①、②　（略）

③　日興コーディアル証券株式会社（販売会社）

　　委託会社との契約により、当ファンドの販売会社として、受益権の募集の取扱い、目論見書の交付、運用報

告書の交付代行、収益分配金の再投資に関する事務、収益分配金
＊
・一部解約金・償還金の支払い等を行い

ます。
　 ＊　販売会社にて所定の手続きをとった場合に限ります。

 

＜訂正後＞

①、②　（略）

③　ＳＭＢＣ日興証券株式会社（販売会社）

　　委託会社との契約により、当ファンドの販売会社として、受益権の募集の取扱い、目論見書の交付、運用報

告書の交付代行、収益分配金の再投資に関する事務、収益分配金
＊
・一部解約金・償還金の支払い等を行い

ます。
　 ＊　販売会社にて所定の手続きをとった場合に限ります。

 

２【投資方針】

(1)　投資方針

(ロ)　投資態度

＜訂正前＞

 

①　当ファンドの運用は、ＪＦ運用本部のＪＦジャパン・チームに所属するポートフォリオ・マネジャー

（以下「当ファンドのポートフォリオ・マネジャー」といいます。）が行います。ＪＦジャパン・チームは

「ＪＰモルガン・アセット・マネジメント」グループ
＊１
各社で横断的に、ＪＦ日本株式ストラテジーによ

る運用を行うポートフォリオ・マネジャーにより構成されます。

なお、ＪＦジャパン・チームは、アジア・太平洋地域グループ（以下「ＰＲＧ」といいます。）
＊２
に属しま

す。
＊１　「ＪＰモルガン・アセット・マネジメント」グループとは、ＪＰモルガン・チェース・アンド・カンパニーの傘下にあ
り、直接または間接的に資本関係のある運用会社を総称するものです。委託会社は、「ＪＰモルガン・アセット・マネジメン
ト」グループの一員です。
＊２　ＰＲＧは、「ＪＰモルガン・アセット・マネジメント」グループ各社のアジア・太平洋地域においてＪＦストラテジー
に基づく株式運用を行うポートフォリオ・マネジャーで構成されます。ＰＲＧのポートフォリオ・マネジャーは、日本を含
む同グループの各地域のポートフォリオ・マネジャーと情報交換し、各銘柄の調査・分析を行っております。

②　（略）

③　（略）

 

企業取材および企業取材体制について

●企業取材を重視

ＪＦジャパン・チームのポートフォリオ・マネジャーは、企業取材を行い、その結果を総合的に分析して、

当ファンドの運用に反映させています。平成21年の企業取材件数実績は、ＪＦジャパン・チームが属するＪ

Ｆ運用本部全体で、合計延べ約2,300件
＊
になります。

＊　ＲＥＩＴにかかる企業取材は、その運用会社や投資法人に対して行います。ＪＦジャパン・チームが属するＪＦ運用本

部の組織体制については、後記「（3）運用体制」をご参照ください。

　　（以下略）

 

＜訂正後＞

 

①　当ファンドの運用は、ＪＦ運用本部のＪＦジャパン・チームに所属するポートフォリオ・マネジャー

（以下「当ファンドのポートフォリオ・マネジャー」といいます。）が行います。ＪＦジャパン・チームは
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「ＪＰモルガン・アセット・マネジメント」グループ
＊
各社で横断的に、ＪＦ日本株式ストラテジーによる

運用を行うポートフォリオ・マネジャーにより構成されます。
＊　「ＪＰモルガン・アセット・マネジメント」グループとは、ＪＰモルガン・チェース・アンド・カンパニーの傘下にあ
り、直接または間接的に資本関係のある運用会社を総称するものです。委託会社は、「ＪＰモルガン・アセット・マネジメ
ント」グループの一員です。

②　（略）

③　（略）

 

企業取材および企業取材体制について

 

●企業取材を重視

ＪＦジャパン・チームのポートフォリオ・マネジャーは、企業取材を行い、その結果を総合的に分析して、

当ファンドの運用に反映させています。平成22年の企業取材件数実績は、ＪＦジャパン・チームで合計延べ

約2,500件
＊
になります。

＊　日本を含むＪＦジャパン・チームの各地域のポートフォリオ・マネジャーの企業取材件数の合計です。なお、ＲＥＩＴ

にかかる企業取材は、その運用会社や投資法人に対して行います。

　　（以下略）

 

４【手数料等及び税金】

(1)　申込手数料

＜訂正前＞

①　（略）

 

②　自動けいぞく投資契約に基づいて収益分配金を再投資する場合は、無手数料とします。

販売会社 本店および本社所在地

日興コーディアル証券株式会社 東京都千代田区丸の内三丁目３番１号

ただし、一部の本支店等で取扱いを行わないこととしている場合があります。詳しくは、販売会社にお問い合わせ

ください。

 

 

＜訂正後＞

①　（略）

 

②　自動けいぞく投資契約に基づいて収益分配金を再投資する場合は、無手数料とします。

販売会社 本店および本社所在地

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 東京都千代田区丸の内三丁目３番１号

（注）一部の本支店等で取扱いを行わないこととしている場合があります。（詳しくは、販売会社にご確認くださ
い。）
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（5）課税上の取扱い

＜訂正前＞

　日本の居住者（法人を含みます。）である受益者に対する課税については、以下のような取扱いとなりま

す。

　　なお、税法が改正された場合には、以下の内容が変更になることがあります。以下の税制は平成22年９月

末現在適用されるものです。

（以下略）

 

＜訂正後＞

　日本の居住者（法人を含みます。）である受益者に対する課税については、以下のような取扱いとなりま

す。

　　なお、税法が改正された場合には、以下の内容が変更になることがあります。以下の税制は平成23年３月

末現在適用されるものです。

（以下略）

 

 

５【運用状況】

原届出書の第二部ファンド情報　第１ファンドの状況　５運用状況（１）投資状況、（３）運用実績および

（４）設定及び解約の実績ならびに＜参考情報＞について、以下の内容に更新・訂正されます。

 

＜更新・訂正後＞

（１）投資状況

  （平成23年３月31日現在）

資産の種類 国／地域 時価合計（円） 投資比率(％)

株式 日本 1,662,705,52094.10

現金・預金・その他の資産(負債控除後) － 104,193,6525.90

合計(純資産総額)  1,766,899,172100.00

　（注）投資比率とは、当ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価比率をいいます。
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（３）運用実績
①　純資産の推移
　平成23年３月末日および同日前１年以内における各月末ならびに下記計算期間末の純資産の推移は次
の通りです。

期 年月日
純資産総額
（百万円）
（分配落）

純資産総額
（百万円）
（分配付）

１口当たり
純資産額
（円）
（分配落）

１口当たり
純資産額
（円）
（分配付）

１期 (平成16年８月30日) 16,855 16,855 1.3738 1.3738

２期 (平成17年８月29日) 8,149 8,149 1.6637 1.6637

３期 (平成18年８月28日) 6,828 6,828 2.0000 2.0000

４期 (平成19年８月28日) 4,200 4,200 1.9574 1.9574

５期 (平成20年８月28日) 2,756 2,756 1.6432 1.6432

６期 (平成21年８月28日) 2,438 2,438 1.8616 1.8616

７期 (平成22年８月30日) 1,449 1,449 1.4767 1.4767

 平成22年３月末日 1,918 － 1.7829 －

 平成22年４月末日 1,999 － 1.9100 －

 平成22年５月末日 1,746 － 1.6855 －

 平成22年６月末日 1,585 － 1.5805 －

 平成22年７月末日 1,590 － 1.6117 －

 平成22年８月末日 1,411 － 1.4430 －

 平成22年９月末日 1,471 － 1.5243 －

 平成22年10月末日 1,383 － 1.4749 －

 平成22年11月末日 1,466 － 1.6052 －

 平成22年12月末日 1,579 － 1.7559 －

 平成23年１月末日 1,781 － 1.8590 －

 平成23年２月末日 1,816 － 1.8948 －

 平成23年３月末日 1,766 － 1.7791 －

 

②　分配の推移

期 １口当たり分配金（円）

１期 0.0000

２期 0.0000

３期 0.0000

４期 0.0000

５期 0.0000

６期 0.0000

７期 0.0000

８期(中間期) 0.0000

 

③　収益率の推移

期 収益率（％）

１期 37.4

２期 21.1

３期 20.2

４期 △2.1

５期 △16.1
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期 収益率（％）

６期 13.3

７期 △20.7

８期(中間期) 28.3
　（注）収益率とは計算期間末の基準価額（分配付）から当該計算期間の直前の計算期間末の基準価額（分配落）（以下「前期

末基準価額」といいます。）を控除した額を前期末基準価額で除したものです。

 

（４）設定及び解約の実績

下記計算期間中の設定および解約の実績ならびに当該計算期間末の残存口数は次の通りです。

期 設定口数（口） 解約口数（口） 残存口数（口）

１期 33,371,071,52821,101,291,13912,269,780,389

２期 1,473,969,8338,845,144,6204,898,605,602

３期 537,667,997 2,022,273,1813,414,000,418

４期 46,922,947 1,314,837,1352,146,086,230

５期 8,999,456 477,438,5661,677,647,120

６期 29,331,640 396,843,8521,310,134,908

７期 36,481,872 365,202,445 981,414,335

８期(中間期) 140,740,042 163,451,791 958,702,586
　（注１）第１期の設定口数には、当初申込期間中の設定口数を含みます。
　（注２）設定口数、解約口数は、全て本邦内におけるものです。

 

EDINET提出書類

ＪＰモルガン・アセット・マネジメント株式会社(E06264)

訂正有価証券届出書（内国投資信託受益証券）

 8/31



<参考情報>
最新の運用実績は、委託会社ホームページ（http://www.jpmorganasset.co.jp）、または販売会社でご確認いただけます。
過去の実績を示したものであり、将来の成果を示唆・保証するものではありません。

 

基準日 2011年３月31日 設定日 2003年８月29日

純資産総額 17億円 決算回数 年１回

基準価額・純資産の推移  分配の推移

 期 年月 円

 ３期 2006年８月 0

 ４期 2007年８月 0

 ５期 2008年８月 0

 ６期 2009年８月 0

 ７期 2010年８月 0

  設定来累計 0

 ＊分配金は税引前1万口当たりの金額です。

＊基準価額は、1万口当たり、信託報酬控除後です。  
 

組入上位10銘柄  業種別構成状況
順位 銘柄名 業種 投資比率※  業種 投資比率※

1 スカイマーク 空運業 6.5%  電気機器 27.7%

2 サンリオ 卸売業 6.3%  機械 12.7%

3 アンリツ 電気機器 4.2%  卸売業 11.4%

4 五洋建設 建設業 3.8%  建設業 8.0%

5 マクニカ 卸売業 3.8%  空運業 8.0%

6 サンケン電気 電気機器 3.2%  その他 26.3%

7 日本ケミコン 電気機器 3.2%    

8 日特エンジニアリング 機械 3.0%    

9 栗本鐵工所 鉄鋼 2.7%    

10 ユニバーサルエンターテインメント 機械 2.7%    

 

年間収益率の推移

＊年間収益率（％）＝（年末営業日の基準価額÷前年末営業日の基準価額－1）×100
＊2003年の年間収益率は設定日から年末営業日、2011年の年間収益率は前年末営業日から2011年3月31日までのものです。
＊ベンチマークは設定しておりません。

運用実績において、金額は表示単位以下を切捨て、投資比率および収益率は表示単位以下を四捨五入して記載しています。

※当ファンドの純資産総額に対する投資比率です。
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第２【管理及び運営】

１【申込（販売）手続等】

⑦　申込取扱場所

＜訂正前＞

　申込期間中、販売会社において申込みを取り扱います。

販売会社 本店および本社所在地

日興コーディアル証券株式会社 東京都千代田区丸の内三丁目３番１号

（注）一部の本支店等で取扱いを行わないこととしている場合があります。(詳しくは販売会社にご確認ください。)

 

＜訂正後＞

　申込期間中、販売会社において申込みを取り扱います。

販売会社 本店および本社所在地

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 東京都千代田区丸の内三丁目３番１号

（注）一部の本支店等で取扱いを行わないこととしている場合があります。(詳しくは販売会社にご確認ください。)

 

３【資産管理等の概要】

(1)　資産の評価

＜訂正前＞

（略）

受益権１万口当たりの基準価額は、販売会社に問い合わせることにより知ることができます。また、受益

権１万口当たりの基準価額は、原則として計算日の翌日付の日本経済新聞朝刊に掲載されます。

販売会社 本店および本社所在地

日興コーディアル証券株式会社 東京都千代田区丸の内三丁目３番１号

（注）一部の本支店等で取扱いを行わないこととしている場合があります。(詳しくは販売会社にご確認ください。)

 

＜訂正後＞

　　（略）

受益権１万口当たりの基準価額は、販売会社に問い合わせることにより知ることができます。また、受益

権１万口当たりの基準価額は、原則として計算日の翌日付の日本経済新聞朝刊に掲載されます。

販売会社 本店および本社所在地

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 東京都千代田区丸の内三丁目３番１号

（注）一部の本支店等で取扱いを行わないこととしている場合があります。(詳しくは販売会社にご確認ください。)

 

第３【ファンドの経理状況】

原届出書の第二部ファンド情報　第３ファンドの経理状況　１財務諸表について、以下の中間財務諸表に関す

る事項が追加されます。

 

＜追加＞

 
１．当ファンドの中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大
蔵省令第38号）ならびに同規則第38条の３および第57条の２の規定により、「投資信託財産の計算に関する
規則」（平成12年総理府令第133号）に基づき作成しております。
なお、中間財務諸表に記載している金額は、円単位で表示しております。

 
２．当ファンドは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前中間計算期間（平成21年８月29日か
ら平成22年２月28日まで）および当中間計算期間（平成22年８月31日から平成23年２月28日まで）の中間
財務諸表について、あらた監査法人による中間監査を受けております。
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中間財務諸表
【ＪＦジャパン・ディスカバリー・ファンド】
（１）【中間貸借対照表】

（単位：円）

前中間計算期間末
(平成22年２月28日現在)

当中間計算期間末
(平成23年２月28日現在)

資産の部

流動資産

金銭信託 4,445,855 7,549

コール・ローン 157,926,999 161,132,175

株式 1,670,842,850 1,686,294,945

未収入金 83,140,210 10,373,499

未収配当金 2,372,416 667,400

未収利息 648 220

流動資産合計 1,918,728,978 1,858,475,788

資産合計 1,918,728,978 1,858,475,788

負債の部

流動負債

未払金 107,909,075 14,471,896

未払解約金 3,564,849 13,395,016

未払受託者報酬 1,066,073 815,141

未払委託者報酬 17,057,203 13,042,194

その他未払費用 213,159 162,970

流動負債合計 129,810,359 41,887,217

負債合計 129,810,359 41,887,217

純資産の部

元本等

元本 ※1
 1,102,873,301

※1
 958,702,586

剰余金

中間剰余金又は中間欠損金（△） 686,045,318 857,885,985

（分配準備積立金） 805,133,245 584,718,945

元本等合計 1,788,918,619 1,816,588,571

純資産合計 1,788,918,619 1,816,588,571

負債純資産合計 1,918,728,978 1,858,475,788
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（２）【中間損益及び剰余金計算書】
（単位：円）

前中間計算期間
(自　平成21年８月29日
　至　平成22年２月28日)

当中間計算期間
(自　平成22年８月31日
　至　平成23年２月28日)

営業収益

受取配当金 9,731,666 6,364,570

受取利息 33,782 33,680

有価証券売買等損益 △285,186,652 392,069,965

その他収益 207 341

営業収益合計 △275,420,997 398,468,556

営業費用

受託者報酬 1,066,073 815,141

委託者報酬 17,057,203 13,042,194

その他費用 213,159 162,970

営業費用合計 18,336,435 14,020,305

営業利益又は営業損失（△） △293,757,432 384,448,251

経常利益又は経常損失（△） △293,757,432 384,448,251

中間純利益又は中間純損失（△） △293,757,432 384,448,251

一部解約に伴う中間純利益金額の分配額又は一部解
約に伴う中間純損失金額の分配額（△）

△30,213,102 33,263,049

期首剰余金又は期首欠損金（△） 1,128,763,287 467,882,011

剰余金増加額又は欠損金減少額 3,277,438 118,618,428

中間追加信託に伴う剰余金増加額又は欠損金減
少額

3,277,438 118,618,428

剰余金減少額又は欠損金増加額 182,451,077 79,799,656

中間一部解約に伴う剰余金減少額又は欠損金増
加額

182,451,077 79,799,656

分配金 － －

中間剰余金又は中間欠損金（△） 686,045,318 857,885,985
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（３）【中間注記表】
（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

区分
前中間計算期間

(自　平成21年８月29日
　至　平成22年２月28日)

当中間計算期間
(自　平成22年８月31日
　至　平成23年２月28日)

１．有価証券の評
価基準および
評価方法

株式
　移動平均法に基づき、以下のとおり原
則として時価で評価しております。

株式
　移動平均法に基づき、以下のとおり原
則として時価で評価しております。

(1)金融商品取引所等に上場されている
有価証券
　金融商品取引所等に上場されている
有価証券は、原則として金融商品取引
所等における中間計算期間末日の最
終相場（外貨建証券の場合は中間計
算期間末日において知りうる直近の
最終相場）で評価しております。
　中間計算期間末日に当該金融商品取
引所等の最終相場がない場合には、当
該金融商品取引所等における直近の
日の最終相場で評価しておりますが、
直近の日の最終相場によることが適
当でないと認められた場合は、当該金
融商品取引所等における中間計算期
間末日又は直近の日の気配相場で評
価しております。

(1)金融商品取引所等に上場されている
有価証券
　　同左

(2)金融商品取引所等に上場されていな
い有価証券
　当該有価証券については、原則とし
て、日本証券業協会発表の売買参考統
計値（平均値）、金融機関の提示する
価額（ただし、売気配相場は使用しな
い）又は価格提供会社の提供する価
額のいずれかから入手した価額で評
価しております。

(2)金融商品取引所等に上場されていな
い有価証券
　　同左

(3)時価が入手できなかった有価証券
　適正な評価額を入手できなかった場
合又は入手した評価額が時価と認定
できない事由が認められた場合は、委
託会社が忠実義務に基づいて合理的
事由をもって時価と認めた価額もし
くは受託者と協議のうえ両者が合理
的事由をもって時価と認めた価額で
評価しております。

(3)時価が入手できなかった有価証券
　　同左

２．その他中間財
務諸表作成の
ための基本と
なる重要な事
項

中間計算期間末日の取扱い
 
 

－

中間計算期間末日の取扱い
　平成22年８月28日および平成22年８月
29日が休日のため、信託約款第43条によ
り、前計算期間末日を平成22年８月30日
としております。
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（中間貸借対照表に関する注記）

区分
前中間計算期間末

(平成22年２月28日現在)
当中間計算期間末

(平成23年２月28日現在)

※１信託財産に係る期首元本額、期中追加設
定元本額および期中解約元本額

  

期首元本額 1,310,134,908円 981,414,335円

期中追加設定元本額 5,316,034円 140,740,042円

期中一部解約元本額 212,577,641円 163,451,791円

※２中間計算期間末日における受益権の総
数

1,102,873,301口 958,702,586口

１口当たりの純資産額 1.6221円 1.8948円

(１万口当たりの純資産額) (16,221円) (18,948円)

 
（中間損益及び剰余金計算書に関する注記）
　該当事項はありません。
 
（金融商品に関する注記）
金融商品の時価等に関する事項

区分
前中間計算期間末

(平成22年２月28日現在)
当中間計算期間末

(平成23年２月28日現在)

１．中間貸借対照表
計上額、時価お
よびその差額

－
　中間貸借対照表計上額は中間期末の時価で計上し
ているため、その差額はありません。

２．時価の算定方法

－

(1)有価証券
　「重要な会計方針に係る事項に関する注記」に
記載しております。
(2)有価証券以外の金融商品
　有価証券以外の金融商品は、短期間で決済され、
時価は帳簿価額と近似していることから、当該金
融商品の帳簿価額を時価としております。

３．金融商品の時価
等に関する事項
についての補足
説明

－

　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほ
か、市場価格がない場合には合理的に算定された価
額が含まれております。当該価額の算定において
は、一定の前提条件等を採用しているため、異なる
前提条件によった場合、当該価額が異なることもあ
ります。

 
（追加情報）
　当中間計算期間より、「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号　平成20年３月10日）および
「金融商品の時価等の開示に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第19号　平成20年３月10日）を適用
しております。
 
（デリバティブ取引等に関する注記）
　該当事項はありません。
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第三部【委託会社等の情報】

第１【委託会社等の概況】

２【事業の内容及び営業の概況】

＜訂正前＞

（略）

平成22年９月末現在、委託会社が設定・運用している追加型証券投資信託は124本、単位型証券投資信託

は１本、親投資信託は56本を数え、販売は100社余りの金融商品取引業者（第一種金融商品取引業を行う者）

および登録金融機関を通じて行っています。運用している証券投資信託の合計純資産総額は13,959億円（た

だし、親投資信託を除きます。）です。

 

＜訂正後＞

（略）

平成23年３月末現在、委託会社が設定・運用している追加型証券投資信託は124本、単位型証券投資信託

は１本、親投資信託は57本を数え、販売は100社余りの金融商品取引業者（第一種金融商品取引業を行う者）

および登録金融機関を通じて行っています。運用している証券投資信託の合計純資産総額は11,967億円（た

だし、親投資信託を除きます。）です。

 

 

３【委託会社等の経理状況】

＜訂正前＞

１．委託会社であるJPモルガン・アセット・マネジメント株式会社（以下「当社」という。）の財務諸表

は、第19期事業年度（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）については、改正前の「財務諸表等

の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号。以下「財務諸表等規則」という。）

並びに同規則第２条の規定により、改正前の「金融商品取引業等に関する内閣府令」（平成19年内閣府令

第52号。以下「金融商品取引業等に関する内閣府令」という。）に基づいて、第20期事業年度（平成21年４

月１日から平成22年３月31日まで）については、改正後の「財務諸表等規則」並びに同規則第２条の規定

により、改正後の「金融商品取引業等に関する内閣府令」に基づいて作成しております。

なお、財務諸表の記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。

 

２．当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第19期事業年度（平成20年４月１日から平

成21年３月31日まで）の財務諸表及び第20期事業年度（平成21年４月１日から平成22年３月31日まで）

の財務諸表について、あらた監査法人により監査を受けております。

 

 

＜訂正後＞

１．委託会社であるJPモルガン・アセット・マネジメント株式会社（以下「当社」という。）の財務諸表

は、第19期事業年度（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）については、改正前の「財務諸表等

の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号。以下「財務諸表等規則」という。）

並びに同規則第２条の規定により、改正前の「金融商品取引業等に関する内閣府令」（平成19年内閣府令

第52号。以下「金融商品取引業等に関する内閣府令」という。）に基づいて、第20期事業年度（平成21年４

月１日から平成22年３月31日まで）については、改正後の「財務諸表等規則」並びに同規則第２条の規定

により、改正後の「金融商品取引業等に関する内閣府令」に基づいて作成しております。

また、当社の中間財務諸表は、改正後の「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭

和52年大蔵省令第38号）並びに同規則第38条及び第57条に基づき、「金融商品取引業等に関する内閣府

令」に基づいて作成しております。

なお、財務諸表及び中間財務諸表の記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。

 

２．当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第19期事業年度（平成20年４月１日から平

EDINET提出書類

ＪＰモルガン・アセット・マネジメント株式会社(E06264)

訂正有価証券届出書（内国投資信託受益証券）

15/31



成21年３月31日まで）の財務諸表及び第20期事業年度（平成21年４月１日から平成22年３月31日まで）

の財務諸表について、あらた監査法人により監査を受けております。

また、第21期中間会計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）の中間財務諸表について

は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、あらた監査法人により中間監査を受けておりま

す。

 

 

原届出書の第三部 委託会社等の情報 第１ 委託会社等の概況 ３ 委託会社等の経理状況について、以下の

中間財務諸表が追加されます。

 

＜追加＞

 

　　次へ
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中間財務諸表

(1）中間貸借対照表

  
第21期中間会計期間末
（平成22年９月30日）

 

資産の部  

区分
注記
番号

内訳 金額 構成比    

  （千円） （千円） （％）    

流動資産        

現金及び預金   4,563,510    

有価証券   7,103,379    

前払費用   53,488     

未収入金   180,729    

未収委託者報酬   1,963,243    

未収収益   2,216,651    

繰延税金資産   529,941    

その他   122,972    

流動資産計   16,733,91692.1    

固定資産        

投資その他の資産   1,433,489    

投資有価証券  857,765      

敷金保証金  58,429      

繰延税金資産  483,975      

その他  33,319      

固定資産計   1,433,4897.9    

資産合計   18,167,406100.0    
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第21期中間会計期間末
（平成22年９月30日）

 

負債の部  

区分
注記
番号

内訳 金額 構成比    

  （千円） （千円） （％）    

流動負債        

預り金   101,611    

未払金   2,220,907    

未払収益分配金  1,455      

未払償還金  20,556      

未払手数料  794,775      

その他未払金 ※１ 1,404,119      

未払費用   1,201,670    

未払法人税等   365,990    

賞与引当金   1,136,945    

その他   792     

流動負債計   5,027,91727.7    

固定負債        

賞与引当金   955,381    

役員賞与引当金   84,307     

退職給付引当金   41,183     

固定負債計   1,080,8725.9    

負債合計   6,108,78933.6    
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第21期中間会計期間末
（平成22年９月30日）

 

純資産の部  

区分
注記
番号

内訳 金額 構成比    

  （千円） （千円） （％）    

株主資本        

資本金   2,218,000    

資本剰余金   1,000,000    

資本準備金  1,000,000      

利益剰余金   8,904,594    

利益準備金  33,676      

その他利益剰余金        

繰越利益剰余金  8,870,917      

株主資本計   12,122,59466.7    

評価・換算差額等        

その他有価証券評価差額金   △63,977     

評価・換算差額等計   △63,977△0.3    

純資産合計   12,058,61666.4    

負債・純資産合計   18,167,406100.0    
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(2）中間損益計算書

  

第21期中間会計期間

（自平成22年４月１日

至平成22年９月30日）

区分
注記

番号
内訳 金額 百分比

  （千円） （千円） （％）

営業収益     

委託者報酬   6,428,972 

運用受託報酬   3,343,989 

その他   412,030 

営業収益計   10,184,992100.0

営業費用・一般管理費     

営業費用   5,236,702 

支払手数料  2,639,671   

調査費  2,239,262   

その他営業費用  357,769   

一般管理費   4,887,728 

営業費用・一般管理費計   10,124,43199.4

営業利益   60,5610.6

営業外収益 ※１ 343,073   

営業外収益計   343,0733.3

営業外費用  410   

営業外費用計   410 0.0

経常利益   403,2243.9

特別利益 ※２ 460,756   

特別利益計   460,7564.5

特別損失  23,625   

特別損失計   23,6250.2

税引前中間純利益   840,3548.2

法人税、住民税及び事業税   338,1733.3

法人税等調整額   22,2720.2

中間純利益   479,9084.7
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(3）中間株主資本等変動計算書

 （単位：千円）

 

第21期中間会計期間

（自平成22年４月１日

至平成22年９月30日）

株主資本  

資本金  

前期末残高 2,218,000

当中間期末残高 2,218,000

資本剰余金  

資本準備金  

前期末残高 1,000,000

当中間期末残高 1,000,000

利益剰余金  

利益準備金  

前期末残高 33,676

当中間期末残高 33,676

その他利益剰余金  

繰越利益剰余金  

前期末残高 8,391,009

当中間期変動額  

中間純利益 479,908

当中間期変動額合計 479,908

当中間期末残高 8,870,917

株主資本合計  

前期末残高 11,642,686

当中間期変動額  

中間純利益 479,908

当中間期変動額合計 479,908

当中間期末残高 12,122,594

評価・換算差額等  

その他有価証券評価差額金  

前期末残高 21,081

当中間期変動額  

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △85,059

当中間期変動額合計 △85,059

当中間期末残高 △63,977

評価・換算差額等合計  

前期末残高 21,081

当中間期変動額  

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △85,059

当中間期変動額合計 △85,059

当中間期末残高 △63,977

純資産合計  

前期末残高 11,663,768

当中間期変動額  

中間純利益 479,908

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △85,059

当中間期変動額合計 394,848

当中間期末残高 12,058,616
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中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

 
 

項目

第21期中間会計期間
（自平成22年４月１日
至平成22年９月30日）

 

１．資産の評価基準及び

評価方法

(1）有価証券

その他有価証券

 

 　時価のあるもの  

 　中間決算日の市場価格等に基づ

く時価法（評価差額は全部純資

産直入法により処理し、売却原価

は移動平均法により算定）を採

用しております。

 

 　時価のないもの  

 　移動平均法による原価法を採用

しております。

 

 (2）デリバティブ  

 　時価法を採用しております。  

２．引当金の計上基準 (1）賞与引当金  

 　従業員に対する賞与の支給、及

び親会社の運営する株式報酬制

度に係る将来の費用負担に備え

るため、当中間会計期間に帰属す

る額を計上しております。

 

 (2）役員賞与引当金  

 　役員に対する親会社の運営する

株式報酬制度に係る将来の費用

負担に備えるため、当中間会計期

間に帰属する額を計上しており

ます。

 

 (3）退職給付引当金  

 　従業員に対する退職給付に備え

るため、当中間期末における退職

給付債務と年金資産の見込額に

基づき退職給付引当金を計上し

ております。

 

 　過去勤務債務については、その

発生時における従業員の平均残

存勤務期間以内の一定の年数

（８年）による定額法により、発

生した事業年度から費用処理し

ております。

 

 　数理計算上の差異は、その発生

時における従業員の平均残存勤

務期間以内の一定の年数（８

年）による定額法により按分額

を、それぞれ発生した翌事業年度

から費用処理することとしてお

ります。
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項目

第21期中間会計期間
（自平成22年４月１日
至平成22年９月30日）

 

 （追加情報）  

 　平成22年７月１日付で内部引当型

キャッシュバランスプランから複

数事業主による外部積立型キャッ

シュバランスプランへ企業年金制

度を変更致しました。複数事業主と

の制度統合に伴い460,756千円の年

金資産を受け入れ、退職給付引当金

が同額減少したことにより特別利

益を計上しております。

 

３．その他中間財務諸表

作成のための基本と

なる重要な事項

消費税等の会計処理

　消費税及び地方消費税の会計処理

は、税抜方式によっております。

 

 

注記事項

（中間貸借対照表関係）

第21期中間会計期間末
（平成22年９月30日）

 

※１　消費税等の取扱い  

　仮払消費税等及び仮受消費税等は、相殺のう

え、金額的重要性が乏しいため、流動負債の

「その他未払金」に含めて表示しておりま

す。

 

 

（中間損益計算書関係）

第21期中間会計期間
（自平成22年４月１日
至平成22年９月30日）

 

※１　営業外収益のうち主要なもの　　（千円）  

為替差益　　　　　　　　　　 199,271  

デリバティブ利益　　　　　　　73,656  

デリバティブ評価益　　　　　　51,832  

※２　特別利益のうち主要なもの　　　（千円）  

年金制度統合に伴う退職給付　 460,756  

引当金の減少による特別利益  
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（中間株主資本等変動計算書関係）

第21期中間会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

 
前事業年度末
株式数（株）

当中間会計期間
増加株式数
（株）

当中間会計期間
減少株式数
（株）

当中間会計期間末
株式数（株）

発行済株式     

普通株式 56,265 － － 56,265

合計 56,265 － － 56,265

 

（リース取引関係）

第21期中間会計期間
（自平成22年４月１日
至平成22年９月30日）

 

該当事項はありません。  
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（金融商品関係）

第21期中間会計期間末（平成22年９月30日）

金融商品の時価等に関する事項

①　平成22年９月30日における中間貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり

ます。なお、質的重要性の高いデリバティブ取引を除き、金額的重要性が低いと判断するものは次表には含

めておりません。

    （単位：千円）

  
中間貸借対照表
計上額

時価 差額

 (1）現金及び預金 4,563,5104,563,510 －

 (2）有価証券 7,103,3797,103,379 －

 (3）未収委託者報酬 1,963,2431,963,243 －

 (4）未収収益 2,216,6512,216,651 －

 (5）投資有価証券 857,765 857,765 －

 資産計 16,704,55016,704,550 －

 (1）未払手数料 794,775 794,775 －

 (2）その他未払金 1,404,1191,404,119 －

 (3）未払費用 1,201,6701,201,670 －

 (4）デリバティブ取引 792 792 －

 負債計 3,401,3573,401,357 －

 

（注１）金融商品の時価算定方法

 

資産

(1）現金及び預金、(2）有価証券、(3）未収委託者報酬、及び(4）未収収益

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によってお

ります。

 

(5）投資有価証券

　これらは投資信託であり、時価は市場価格に準ずるものとして合理的に算定された価額によっており

ます。

 

負債

(1）未払手数料、(2）その他未払金、及び(3）未払費用

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によってお

ります。

 

(4）デリバティブ取引

　取引を行う取引所における最終の価格によっております。

 

②　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が

含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用

することにより、当該価額が変動することがあります。また、注記事項「デリバティブ取引関係」における

デリバティブ取引に関する契約額等については、その金額自体がデリバティブ取引に係る市場リスクを示

すものではありません。
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（有価証券関係）

第21期中間会計期間末（平成22年９月30日）

１．その他有価証券

    （単位：千円）

 種類
中間貸借対照表
計上額

取得原価 差額

中間貸借対照表計上額が取得
原価を超えるもの

その他    

投資信託 499,215 465,635 33,580

中間貸借対照表計上額が取得
原価を超えないもの

その他    

投資信託 358,550 500,000△141,450

合計 857,765 965,635△107,870

（注）有価証券（中間貸借対照表計上額 7,103,379千円）については預金と同様に扱っており、時価評価をし

ていないため、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

 

（デリバティブ取引関係）

第21期中間会計期間末　（平成22年９月30日）

ヘッジ会計が適用されていないデリバティブ取引

株式関連

     （単位：千円）

区分 取引の種類 契約額等
契約額等のうち
１年超

時価 評価損益

市場取引 株価指数先物取引     

 売建 726,528 － 727,320 △792

（注）時価の算定方法

　取引を行う取引所における最終の価格によっております。
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（セグメント情報等）

関連情報

第21期中間会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

 

１．サービスごとの情報

    （単位：千円）

 投資信託委託業務
投資一任及び
投資助言業務

その他 合計

外部顧客への売上高 6,428,972 3,343,989 412,030 10,184,992

 

２．地域ごとの情報

営業収益  （単位：千円）  

日本 その他 合計   

8,627,525 1,557,467 10,184,992   

（注）営業収益は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

 

（追加情報）

第21期中間会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

　当中間会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３月27

日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年

３月21日）を適用しております。

 

（１株当たり情報）

第21期中間会計期間
（自平成22年４月１日
至平成22年９月30日）

　

１株当たり純資産額 214,318円25銭

１株当たり中間純利益金額 8,529円42銭

　

なお、潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額

については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

１株当たりの中間純利益の算定上の基礎

　

中間損益計算書上の中間純利益 479,908千円

普通株主に帰属しない金額 －

普通株式に係る中間純利益 479,908千円

普通株式の期中平均株式数 56,265株
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第２【その他の関係法人の概況】
１【名称、資本金の額及び事業の内容】

（2）販売会社

＜訂正前＞

名　　　称
資本金の額

（平成22年３月末現在）
事業の内容

日興コーディアル証券株式会社 10,000百万円

「金融商品取引法」に定め

る第一種金融商品取引業を

営んでいます。

 

＜訂正後＞

名　　　称 資本金の額 事業の内容

ＳＭＢＣ日興証券株式会社
10,000百万円

（平成23年４月１日現在）

金融商品取引法に定める第

一種金融商品取引業を営ん

でいます。
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独　立　監　査　人　の　中　間　監　査　報　告　書

 

 

 平成22年４月28日

ＪＰモルガン・アセット・マネジメント株式会社  

 取　締　役　会　 御　中

 

 あ　ら　た　監　査　法　人

 

 
指　定　社　員

業務執行社員
 公認会計士 鶴　田　　光　夫

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「ファンドの経理状況」に掲

げられているＪＦジャパン・ディスカバリー・ファンドの平成21年８月29日から平成22年２月28日までの中間計算期

間の中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益及び剰余金計算書並びに中間注記表について中間監査を行っ

た。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表

明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財

務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がな

いかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて

追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のため

の合理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠

して、ＪＦジャパン・ディスカバリー・ファンドの平成22年2月28日現在の信託財産の状態及び同日をもって終了する

中間計算期間（平成21年８月29日から平成22年２月28日まで）の損益の状況に関する有用な情報を表示しているもの

と認める。

 

　ＪＰモルガン・アセット・マネジメント株式会社及びファンドと当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計

士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（※）１．上記は、当社が、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途

保管しております。

２．中間財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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独　立　監　査　人　の　中　間　監　査　報　告　書

 

 

 平成23年４月26日

ＪＰモルガン・アセット・マネジメント株式会社  

 取　締　役　会　御　中

 

 あ ら た 監 査 法 人

 

 
指　定　社　員

業務執行社員
 公認会計士 鶴　田　　光　夫

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「ファンドの経理状況」に掲

げられているＪＦジャパン・ディスカバリー・ファンドの平成22年８月31日から平成23年２月28日までの中間計算期

間の中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益及び剰余金計算書並びに中間注記表について中間監査を行っ

た。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表

明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財

務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がな

いかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて

追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のため

の合理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠

して、ＪＦジャパン・ディスカバリー・ファンドの平成23年２月28日現在の信託財産の状態及び同日をもって終了す

る中間計算期間（平成22年８月31日から平成23年２月28日まで）の損益の状況に関する有用な情報を表示しているも

のと認める。

 

　ＪＰモルガン・アセット・マネジメント株式会社及びファンドと当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計

士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　　上

　（※）１．上記は、当社が、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途

保管しております。

２．中間財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

 

　　次へ
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独　立　監　査　人　の　中　間　監　査　報　告　書

 

  平成22年12月17日

ＪＰモルガン・アセット・マネジメント株式会社  

 

 取　締　役　会　　御　中  

 

 あ　ら　た　監　査　法　人

 

 
指　定　社　員

業務執行社員
 公認会計士 大木　一昭

 

 
指　定　社　員

業務執行社員
 公認会計士 鶴田　光夫

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「委託会社等の経理状況」に

掲げられているＪＰモルガン・アセット・マネジメント株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの第

21期事業年度の中間会計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸

借対照表、中間損益計算書及び中間株主資本等変動計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は

経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財

務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がな

いかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて

追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のため

の合理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠

して、ＪＰモルガン・アセット・マネジメント株式会社の平成22年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了す

る中間会計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているもの

と認める。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　　上

 

　（※）上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管してお

ります。
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